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１．はじめに

　ESG投資と呼ばれる責任投資は、長期の視点か

らの投資であり、財務情報に加えて持続性や成長

性を考慮するために、環境、社会、コーポレート

ガバナンス情報（その英語での頭文字からESG情

報）を活用する投資である。このESG情報は、非

財務情報と呼ばれることがあるが、将来に影響を

与える情報であり、ここでは将来財務情報と定義

する。世界ではこのESG投資が拡大している。そ

の牽引としては、2006年に発足したPrinciple 

for Responsible Investment（以下、PRI）に署

名している機関投資家（注１）での活動が大きい。

中でもアセットオーナーのリーダーシップが大き

な影響を与えている。日本においてもPRIへ署名

するアセットオーナーが増加し市場関係者での取

組みに変化が生じている。このPRIが発足した経

緯、目指している責任投資とはどのようなもので

あるのか、ESG投資でのアセットオーナーの役割

の重要性を整理し、日本への示唆を考察する。

　ESG投資はPRIに署名している機関投資家を中心に世界的に拡大している。この拡大の中心はアセットオーナ
ーの活動であり、アセットオーナーの投資信念や投資方針が市場関係者に影響を与えている。ESGのマテリアリ
ティは法律や政策の変化、社会の期待と規範の変化等によって進化する。市場要因に対するアセットオーナーの
見解が変化し、ESG投資の市場関係者が成熟するにつれ、ESGに関連する期待や意思決定基準も進化していく。
日本でも規範が制定されESG投資が拡大しつつある。国際的なESG投資の動向及び今後の進展について考察する。
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